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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で1時闇職燥後潤糖に溶かし瀾1硬ll乞燥して濯帽「量不淋成分

　　　　　　　　　　緒　書　　　　　　霊球めた。例外（薬剤N・．29）准除き1。0％e，1；1，水分と

て翻…欝轍撚響1糠撒贈轍撫遣1撚欝こ1聯の
もr脳醐されて脳が，近lr寺界面酬…剤の進蹴；誕晴　制洲についで以上の徽びPH・粘蹴灘奎し繍ヤ

しく之の遡脚醐剛㈱呈輪輌期醗黙1賄紘　果醐2張罰≒す・四はア・チ艦一鷺極Pkl”　”タ
偲ると考えられる。　　　　　　　　　・一翻1い」　’・　’・・一一・職螺力r囎夜及び備鱒纐琿液によ

髄懸郷肥して研究され一Ciivaた郷1融細：舵　り2劇1腿して求め渦のい脇る・1椴の灘猷Ost

してア＝－aツ瀦剤であり，父曝、℃薬剤の鋤肋融り　wa1・1粘度誘糠用いた・

明確でな噸向が多かつた。　　　　　　　2）糊張力，侵透悔
化学綴のなるべく明勲鞭活’itts剤の製纏鰻し　練剤につし・て炎剛勧跡髄凶…齢鷺験1ノ粛勲
での籏礎駒性質を調査β1究する事は今後の製糸薬剤の発　　第3糞に承す。識面張ソコの測定は滴数計を用い，酢可一温

展に貢献する所少くないと考えられる。　　　　　　　　　　度に於ける水の滴数との逆比即ち比袈面張力な以で示し

本糖はミヨシ瀾謙式鋪：よ幌供媛けた大部分　た・浸翻を示すものの‘一”t）としてッ＝’レ脱下簾秒

特に研究用に含成された界聞活性剤について，非イー2一ソ　　数を測定した。隈さ約6mmの継奮／黒ルトな2αがF方

活性剤に電点を翻いて今日迄試験した結果である。　　　　　に切断したものを桐い・淋液に浮かせた後完全に洗下す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る迄に要した1侍閻である。　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　供試薬剤　　’　　　製糸藥剤としてぽ繭層への漫透性は極めて重要な性’9t

　実験に供した薬剤を第1i喪に示す。組成はミョシ油脂　　　であり特に界面活1陸剤に対してに：この徽質を最も期待す

より提示されたものである。非イ：；ソ活性剤臨ポリェチ　　　るわけであるから，繭層への澄透縢を試ll灸する方舐につ

レソグライコールと高級アルコールとのエーテル4種　　　き色幽検討を試みたが暑測定値の変動の少い適満な方法

（No　1～No・4），脂肪酸とのエステル3種（No　5～No，　　が見蹴し響なかつたので，己むを偲ず同一一・条件の坐糸を

7），アルキルフエノー・ルとのエーテル5種　（No，8～　　　用い，25圃繊度糸をとり之を一定圃数撚り輪状にしたも

No．12），脂肪酸アマイド3種（No．14～No．16），マソニ　　　　のをつくりフエルトの場・命と問様¢）測定を行つたo但し

タソの脂肪酸エステル7禰（No．17～No．22）外1樋　　　この方法も沈下秒数が速すぎる傾陶があり今後の検詞が

（No．23）計23種を用いた，アニオソ活性剤隠6種カチ　　　必要である。

オソ活性剤は3種を爽験に供した。　　　　　　　　　　3）　セリシソ膨潤性溶解牲

　　　　　　　　　　塁験　　　薬禦灘畿、繍欝i朧慰辮
2）有効成分・PH・粘度　　　　　　　　　性，gcの一つである。界繭活性斉嚇に非イd一ソ灘i…憩よそ

　蒼薬剤5－10gをik分測定器に秤鑓採販し，キシロー　　　れ自体にセリシンの膨潤幌や溶解性な期祷すべきもので

ル100ccと共に蒸溜し含有ノk分登測遣し，又薬剤を105°C　　　なく，その必要ある場合には他の薬剤との配i｝を行うべ

　＊信州大学繊維学部製糸学研究室　　　　　　　　　　　　　　ぎものと考えられるが，界繭活性剤溶液に1身のセリシγ
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No．　2　　　0ctadeca　〃　　　　〃　　　　　〃　　　　〃

No．　3　　　Eikosa　　　〃　　　　〃　　　cety互　　　〃

No。4　Pcntadeca〃　〃．oleyl　”

RO（CH2CH露0）nH

　Rr，・Ct2H部　　　　nsc　6

　R・二・・CTLI－IB3　　nr＝IS

　R篇qrlI｛53　　　11瓢2〔｝

』R訟C18H35　　　n瀦15

lill　l騨轡11器，。｝・C・…－Hl羅i一三1

No．　8　　　Penta　ethylenc　glycol　nonyl　phenol　ether

No．9　　Deca　’　〃　　　〃　　〃　　〃　　　〃

No．10　　　Trideca　　〃　　　　　　〃　　　　〃　　　　〃　　　　　〃
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No．24　　　1｛ighly　sulfated　oil　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　．　．　　　　．　　　　　　　　　　　　．．
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6．4
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6．8

6，6

6，8

6．4

6．3

6．3

6，6

6．0

6，6

6．1

6．6

7，0

6．2

5．9

6．0

6．4

5．宕

4．3

5，3

6。0

6．0

5．9

58
s：9

5．9

6．1

6．2

6．0

6．0

6，0

5．9

S．8

6．0
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6．3

6，0
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・…1・…「7・・c嚇

1．017
ユ。002
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膨網憾，溶解性を知る11賦必要なl！l：かと考えられる。

・戯繭層嫉験に伽一るの測輔蘂剤の試験として　　　　　考　察
tl二1繊的であるが，これ‘駿用いて試験する・ヒ捨臨、姻　　薬剤｝1幣液のPHI騨個セリシ｝・の鵬齪1三や灘嚥；幌に影

への澱遡生の鰯甦が当然撚1団徽や溶解悔こ影響1．典ここ　　綱『厨献の因；rと考えられるが，PHの測聯1裸㈱

れ留；の挫蟹を示さない・t／li：が考えら泊．るので次の如く竹別　　　　2　i揖）鷺みると非イ沖ソ活怖剤淋液の値鳳蒸溜水の徳と

に繰糸した室糸を実験に供し汰二。即ちt－1三繭（本学部1954　　　あまり娯敵ない。割合一般1’内なポリエチレングジイ」一

年夏，日115支108）3粒をとりなるべく低温に於いて外　　ルと高級アル：　－haルのエーテル型及び脂肪酸とのエステ

層から同時に繰糸し始め内層迄廉襲糸したli糸r策繰亀糸　　　ル型5種について濃度，温度を変えて測定した紬果，濃

と名付く）を数多くつくり，90°Cで30分乾熱勧峡．た　　　度が稀薄になるに従い一厨，、翼溜水のP恥こ近くなり，叉

ものを試料とした。爾この聞の繭層司・リシンの溌篇け：次　　　温度による変化もあまりない様であるc，使用した6樋の

の醗度であつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア”　rA一ン活焼剤も2〔）cCに於けるPH轍蒸1ii了水の侮とあま

　　　　i繭層の練減率　　　　25，40％　　　　　　　　　　　り変らない。　カチメ’ソF活惟剤trj；低いPH値准示して居

　　　　來繰生糸の練涙率　　23．10％　　　　　　　　　　る。膨潤度の測矩結果（躬4張）に於ける非イオン活性

　上の試料を昏薬剤1000餅き醒00cc，5α℃にて30分処理　　織ll（No・1－－No18，7樋）‘切｛｛腱値と蒸溜水の値を比ll凌

し遠〔｝脱水磯により旧1－・条件に於いて脱水し1配よ：イヒ秤り　　　すると，非イ沖ン活・性剤の方がイ1幹1、も小さい敏なガミ1ノて

処堀前重量（蕉量に換血丁）にて’除Lたものの100分比な　　　居る。葉剤‘”吸lilな考鳳すると災際をこ賦廻に或る秘度小

以て膨潤度とした。脱水方法欧上1｝己の攻1民遠心脱水機な　　　さい【’1：がlll像され’，非イ列『ソ活性剤はセリシンの膨潤な

一＿闖�盾ﾉ於いて用うる方法と濾紙聞に・℃1悦水づ・るヵ法　　　促進させる作用がないのみならず，むしろ幾分膨潤聖さ

について比i鮫検討した縮果上融の方法の方力：変働の少い　　　またげると思われる。セリシソ溶解悔についても同様の

　　　　　　　　　第　　4　表　　　　　　　　　　　　1「が想像される・川5ら溶解度の測定結果をみるに非イオ

薫「τπ度　．鰻竺＿鷹＿　荷烈…習撒灘、1陀磁二灘藤繁議蕪

No．1

No．3

No．5

No．8
No．11

No．12

No、18

No．26

No．27

No．30

蒸溜水

157，0

160．6

156。9

161，6

160．1

157．2

156，9

178．8

179．8

158。1

162。4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wwtt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

値が偲られたので，この方法な用いた。供試薬剤に衷面　　　　次に嚢面張力，フエルト沈下所要秒数，生糸沈下所要

’N九フエル吸び1，1三綿1下所卿数等を考慰して1曜　秒数鰍u懸裸（第2i藻）につて考察づ一る。大休に於い

を選んだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て繋面張力の小さいものはツ脚レト沈下所要秒数，生糸

　セリシン溶解性は上記と同様の束繰生糸を用い沸謄水　　　沈下所嬰秒数も小である。（No．1No，3N。．5Not　8

中に漬した丸底ブラス；ユ（逆瀧冷却器付）内の薬剤’tOOO　　No・gNo・10　No。　il　No。12　No．18　No．26　No．27）系

倍液100ccにて30分処理し60°C蒸溜水にて洗1條後｝1吃燥無　　　統別に冤ると非イtン活t姥li剤中アノしキルフエノールとポ

水量を秤り処理前無水量よりの減量を処琉揃無水量にて　　　リエチレソグライコールとのx　一一テル（No。8…No．ユ2）

除したものの100分比を溶解度とした。　　　　　　　　　　は金般的に表面張力小で濃透性がよい。その他のものの

　上の如くして求めた膨潤嵐潜解度の測麟1裸を第ヰ　　申で顧1均分二」・量比鮫的小さくH．L．B，小さい高級ア

表に示す。艶巾溶解度に於い’℃負の雌の出て屠るの鳳薬　　　ル’”　一一ノしとポリエチレングジイ：，1一ノLとの：tL・一テル

剤蝋・よるものかと翫られる。　　　　N・．1（分・魁計期45・，川砥の撒した疑基し、

　　　　一（》・1　　　　　　によると考えられる），蒸溜水の億より小さい。遮剤の吸

　　　　一〇，1　　　　　蒲批が測岱1ノてないので適確な募1：目：轡えないが蒸溜水よ

　　　　一〇・　5　　礫剤｝謙の方が一t・　・Jシン灘附が大いと駈読なし、と

　　　　”．1，5　　獣ら描．マ・＝！x・誘潔・の欄蹴より大いt［E’1・f，：

　　　　－1・3　　偲られたが，此の劇霊さらに蹴砥ければ1献な轍

　　　　一1・S　　謙ない．靴わ瀦剤と1．礪級・’加．川轍工
　　　　　4・9　　・テ・瞭（N。．26）とア・・キ・レベソゼソ・牌押醐

　　　　10・7　　（N。．27）嵌験に供し六、が働．も膨ll鍍，｝容解度欺

　　　　　9・9　　き雛を肌鋸る．・一・一　…活挫斉　（N。．30）胴者

　　　　一2・1　　期、さい勉締して屠る。

．　2・1　　粘麟㈱。大きい或鳳・」噛、幽臨かつた
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て計算したH。L．　B．9．6）醸i醸力・J、鍛齢がよい。　・シ油脂曝会梱購・【司概蝦蝋・1・；’（IE；1・ill画鞭

5（v。。〃繍体磁るもの（N・，・6，N・．18），・．＝’・，リ　融舗ら才1’淋学鮒脚1鞭・；鵬鋼脇：ノ」㈱し’

。リト→レ融体（N。．23）も一拓㌫瀾凱る。こ潤　た柳V’〈逮概・1塒・サ・即・・㈱媚撚する・淋

比1囎優秀篇を灘ものをH．L．B，平均分趨勤・・　佛臆酬・省灘雛，腋（聯12飾度；乾び29鞭の珊1

ら欄したがはつぎりした働をつかむ迄に致らなかつ　部）に」；扁のが多く触’C翻のi’）：惣廻’る・

た・・財垢性剤ではア・キル’くソゼソスルフｲ職　　　　　文献
塩（No．27）が表面張力，澱透・1些ヒ典に優れた慾が手辱られ

た。・　’　　　　　　　　　1）1川蹴懸｛霞院備3〔｝7（1950）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　　亨F証冤1澗う繋確f。ノ1、：賛二三豊良【5　強き翔踊）｝艮2319　（1949：）

　　　　　　　　　　摘要　　　　　3）秘【、劇∫．胴木騨・納励螺欄
　5系列23種の非イオ弓活ll軒i剤，6種のア鳴オソ活li！ll斉晒．Z之　　　　　362（1951）

び3種のカチ押灘ll・剤br一ついて，非イわ・灘【灘・颯　　4）翻嚥ヨム製勅：究㈱鰍34（1947）

点熱呈いて，製細1吝llとしての望謎醗1…膿蹴験した・　　5）Fti藤掘製細肺蹴減融62（螂〔）1

　非イオソ濡性剤淋軒をけニセリシソの膨i閏や溶解癒促進さ　　　　6）　松本介・巾村弼隻・丸山偽十　型糸絹研究磁拠抄録

せる作用はなく。むしろ幾分これ鯨なさまたけ書る様であ　　　　　　（3）（1g53）

る。製績剤と1ズ紘等の1・1・鵬灘む場餌馳の薬　7）騨寵製糸鱒洞支備t料（21）（1950）

剤を醗すべきものと考えら牙・る。　　　　　　8）川上八一h－lc榊23546（1953）

非イオ・酬・融畷も1鮮1鮒’べ舗蹴醐へ翻蓮の　　　　　S”mma’y
浸搬で麟が，表醸九灘㈱：・’ルキ・エ・一・・　Th・f・nd・・nerlt・1　P・。P・・ti…f　23　ki・ds・f　n°n’一

とポリエチレソグライコー一ルのエーヲツLが優劣である。　　　ionic　surface　activc　agents・6k三nds　of　anionic　oncs

又融ア…一ルとre・I」・．＝：チレソク“ライ…一・しとのエー　・・d　3　ki・d・・f・・ti・・i・。…were　testL’d・

テル・，pの或るものも鰯なnl／lをラ荒た。　　　　　Th・n。n－i。・i・・g・nt・h・v。・。　quellin｛　and　s。M・・9

　アニ才1ン活1際　i・1・・ワ’ルキルベソゼソー7・・し・フオソ酸↓SXbi：　acti。・・。n・e・・i・in・

炎面張力小で澱透｛生優秀であり，叉非イオン活li≠ii剤と異　　　　Among　the　non－ionic　agcnts，　th¢polyoxycthylcnc

つてゼリシソ膨潤性｝容解性もブくぎい。　　　　　　　　　　　　　ethers　of　alkyl　phenols　have　low　surfacc　tcntion　a職d

　カチォソ活性剤はセリシソの膨澗｝容郷を促進させる作　　high　pcrmcation．　One　1〈inCl　of　th“p（⊃1yoxyothy1嚇ns

嗣はない。　　　　　　　　　　　・thcrs。f　higher’・1・。h。1・h・・thc　sam・p・。P・xtitlS・

，以上の研究に於いて隙憲だ製糸薬剤としての遜礎的悔　　　Among　thc　ani。nic　agents　the　alkyl　b¢捻z雛“sul＿

観のこ三を試験1．てasるに過ぎなし・ので製糸薬剤として　f・n…h・・1。w・u・f・ce　t・nti。n・nd・high　permaa’ti。・・

如何なるものが優秀かfaclty〒rEするにレ斡後の研究にまた　and　has　high　qu・lli・g　・nd　s・1・ll・kT・・ti。・・。n　suri・i・・

なければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　cationic：g。nts　have　no　qualling　and　solving

　終りに，塞研究の蘂剤の提供を賜り御援助を戴いたミ　　　actions　on　scricin。

．


